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JAIP の活動（2010年 1月～ 5月）について
外国雑誌取扱業者にとって、2010 年度商戦の最盛

期である 2009 年の秋口は、円高が進行しその前年に
比べ売上高は減少しましたが、円高の影響で継続率が
比較的高かったと感じています。一方、入札による競
争激化は各社の利益率の低下を招き苦難のシーズンで
ありました。年間を通じ医学・理工系の分野では媒体
がペーパーから電子媒体へ一段と変化しました。ELT
を含んだ洋書に関しては、年度末の商戦は早くも昨年
暮れから始まり、各社とも多忙を極め、一定の成果を
収めたようです。また、洋書洋雑誌共に年度末は電子
コンテンツ・アーカイブ版の入札が相次ぎ、業者間の
競争が一層熾烈を極めました。
協会の活動として、1月 8日に有楽町のプレスクラ
ブにおいて賀詞交歓会を開催し、50 社凡そ 130 人の
方々に出席して頂きました。JAIP役員OBをはじめ、
関西地区から緑書房の丹羽社長、藤井洋書の藤井社長
にも遠路から出席して頂くことができました。また、
今回は丸善の小城社長も出席され、多くの方々が丸善
の新しい船出とその息吹を感じられたことと思いま
す。2011 年の同会も非会員の方々からの参加を募り、
更に充実した会に発展するよう企画して行きたいと思
っております。
5月には JBIA ダイレクトリー 2010 を刊行致しまし

た。今回も多くの方から広告を頂きましたことをこの
紙面をお借りしまして感謝申し上げます。
5月 21 日には六本木の国際文化会館におきまして、
定時総会とパネルディスカッションを開催いたしまし
た。パネルディスカッションは、「洋書業界に何がも
とめられているか」と題し、私山川がコーディネータ
ー役を務め、パネラーとして慶応義塾大学理工メディ
アセンター事務長 市古みどり氏、シュプリンガージ
ャパン代表取締役 深田良治氏、丸善株式会社代表取
締役社長 小城武彦氏の 3者をお迎えし、夫々の立場
で発表をして頂きました
（詳細は http://www.jaip.jp/jp/info/bulletin/
20100521panel.html）。
定時総会では、2009 年の活動報告と会計報告、

2010 年度の活動報告案と予算案をご承認頂きました。
2010 年度は民主党新政権のもとで組まれた予算が

初めて執行されます。国の学術研究・教育予算の進捗
効果は未だに見えてきませんが、何れにせよ全メンバ
ーが厳しい市場環境に直面することが予想されます。
会員銘々の相違と工夫をもってこの難局を乗り越え、
更なる発展に備えることができますよう心よりお祈り
申し上げます。

公 告

会社代表者変更（敬称略）

6 月 30 日付

オックスフォード大学出版局 株式会社
新代表者：代表取締役社長　中村　清和
旧代表者：ポール・ライリー

なお、ポール・ライリー氏はOUPの
ELT Development Director, Asia に
就任いたしました。

理事長から

社名変更

9 月 1 日付

新社名：株式会社 OCS
旧社名：海外新聞普及株式会社
なお、英文社名、住所は変更ございません

新社名：株式会社ピアソン桐原（Pearson Kirihara K.K.）
旧社名：株式会社ピアソン・エデュケーション
代表者、住所の変更はございません
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理事会報告　2010年 7月 5日（月）
１．会計報告
四半期終了までの予算の状況を事務局が報告。予
算と大きな乖離はなく了承された。

２．創立 70周年記念事業への取り組み
前回は創立 50 周年記念を 1991 年 9 月 11 日に如
水会館で行った。実行委員長に佐々木大刀夫（第
一）、副委員長に渡辺正憲（洋販）。3～ 5時 式典
及び記念講演　5時から記念祝賀会。
総予算 350万円（内 270万円を特別会計から支出）
上記を踏まえ、総務委員会で討議することとした。
ただし過去にとらわれず、若い人のために有意義
な形にするようにしたい。また記念事業の一環と
して協会のロゴ入りの Tシャツを作り、希望者
に配布する。

３．秋のセミナー
・国会図書館見学会（2回目）
・製本作業の見学：松岳社

しょうがくしゃ

・国際ペンクラブ総会＋早大図書館見学
上記の中から希望を聞き、決定する。

５．関西パーティー
９月 17 日（金）大阪第一ホテル（仮予約）で行
う。昨年同様懇親会の前にセミナーを計画する。

６．理事長から
中断していた SIG を再開したい。テーマ等はこ
れから検討する。

理事会

委員会報告 ＜レクリエーション委員会＞

上位の成績は下記の通りです。
順位　氏名（社名） １回戦 ２回戦 ３回戦 合計
優勝　雨宮（東京ブックランド） 45 － 1 25 69
準優勝 村山（ゲーテ書房） － 7 48 － 3 38
３位　鶴（竜）（東亜ブック）－ 16 － 4 40 20
４位　高橋（アユソフト） 2 33 － 20 15
５位　唐澤（ゲーテ書房） 26 － 12 － 2 12
６位　鶴（三）（東亜ブック）－ 25 － 12 39 2
７位　マーク・グレッシャム（UPS）－ 13 20 － 11 － 4
☆役満　　該当者なし

第59回　麻雀大会
2010年 6月 29日（火） シルク（高田馬場）にて
参加者　12名　参加社数　9社

次回（第 60回）の開催は 2011 年 2月の予定です。
皆様のご参加お待ちしております。
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第17回東京国際ブックフェアー
第 17 回東京国際ブックフェアーは、7月 7日（木）
～ 10 日（日）の４日間、昨年同様に東京ビッグサイ
ト西館で開催されました。会期中 3日間は、同じ会場
で催された第 1回教育 IT ソリューション EXPOと重
なり、東京国際ブックフェアーへの来場者数が昨年を
10,000 人程度上回った約 76,000 人であったのに加え、
教育 IT ソリューション EXPOへの来場者数も加える
と合計で約 87,000 人の方が来場されたこととなりま
す。又、参加国・出展社数も昨年の 29 カ国 776 社を
それぞれ１カ国 224 社上回る、30カ国から 1,000 社の
出展でいずれも過去最高との発表が主催者よりありま
した。
今年特徴的だったのは、出展社数が昨年の 1.5 倍、

90 社にも上った“デジタルパブリッシングフェアー”
で、iPad 等の端末を利用した電子書籍が話題を集め
る中、フェアー会場にはGoogle を中心に来場者が集
中し、各ブースを熱心に見学しており、昨年よりもさ
らに出版のデジタル化・電子化が進行し、それに対す
る世間の関心は一層増していると痛感いたしました。
さて協会主催の洋書バーゲンコーナーですが、この様
に参加出展社が急激に増えた事により、会場入口のア
トリウム部分にもブースを設置し対応したようです
が、昨年よりさらにワゴン数の割り当てが 25 ％減少

して、ついに 40 台を切り、バーゲンコーナーの位置
も会場の端に追いやられ、長細く、且つ不便なレイア
ウトに変更を余議なくされました。その為、同じカテ
ゴリーを扱う会社が集中する様に割り振りしせねばな
らず、各社のロケーションには苦労しました。結果、
売場の混雑具合が不均等になった感は否めません。そ
れ以前に、ワゴン台数減少とバーゲンコーナーの会場
内での場所を告知する案内表示が小さかったことが影
響し、売上額は昨年の 76%にとどまる結果となりまし
た。一昨年より続く円高の影響により、更にバーゲン
価格を下げたおかげで冊数ベースにおいてはマイナス
の 21%に留まる事が出来たと思います。来年は会場を
東京ビッグサイト西館から東館に移動し、さらに規模
が大きくなると聞いていますが、TIBFの規模が大き
くなっても洋書バーゲンコーナーが従来のスペース/
台数を取り戻さない限り、我々にはメリットはありま
せん。来年は何とか一昨年規模の 60 台程度には回復
したいと思います。
会期中、バーゲンセールにお手伝いを頂きました関
係者の方々には、空調も効かない環境の中で四日間、
汗だくになりながら、本当にご苦労様でした。

（JPT A.O.記）

開会式での山川理事長
（前列左から３番目、右は秋篠宮ご夫妻）

狭くなったバーゲン会場
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正使・副使は12～ 15歳の少年
ヴァリニャーノは豊後を経て有馬に戻った後、日本人
をヨーロッパに派遣する計画を進めました、先ず人選で
すが、当然のこと親交の深かったキリシタン大名の関係
を中心にして構成されました、と言うことはザビエル、
ヴァリニャーノと関係が深く、良い関係にあった九州の
豊後の大友氏、肥前の大村氏、有馬氏の血縁関係になっ
たとしても当然の事です。さてそのメンバーは正使 2名、
副使 2名、随員 3名と引率者 2名の 9名の構成にきまり
ました。
世に言われる天正遣欧使節です、「天正遣欧少年使節」
とも言われています。そしてその構成は次のような少年
たちでした、

正使：伊東マンショ（1570 ？－ 1612）12 歳　伊東祐益
日向国伊東祐青の子、母は大友宗麟の縁者、大友
宗麟の名代。後に司祭に叙され布教を続け長崎の
コレジオで亡くなりました。

正使：千々石（チジワ）ミゲル（1570 ？－ 1632 ？）12
歳　肥前国領主千々石直員（チジワナカズ）の子。
大村純忠の甥、大村純忠、有馬晴信の名代。帰国
後キリスト教を棄教して武士に戻り千々石清衛門
を名乗る、結婚して 4人の男子をもうけたが詳し
いことは判っていません。近年ミゲルと妻の墓が
長崎県諫早市多良見町で発見されました。享年寛
永九年（1632 年）

副使：原マルチノ（1568 ？－ 1629）14 歳　原　名は不
詳、肥前国大村領の領主原中務（ハラナカツカサ）
の子、徳川時代に入りマカオに追放されマカオで
ドラードとともに印刷に従事しました。ドラード
と一緒に司祭に叙されました。

副使：中浦ジュリアン（1570 ？－ 1633）12 歳　肥前国
大村領中浦領主　中浦甚五の子、後年司祭に叙せ
られました、捕縛の目を逃れて二十数年地下で布
教を続けましたが、ついに捕らえられ棄教を強要
されましたが、屈することなく長崎で穴吊りの刑
で殉教しました。65歳

随員：ジョルジュ・デ・ロヨラ（？－ 1589）修道士 20
歳　日本名は不明、肥前諫早の出身、正使・副使
の教育担当。ラテン語、日本文学にも通じ、翻訳

出版に従事しました。帰国の途中マカオで病死し
ました（結核）。

随員：コンスタンティノ・ドラード（ca1567 － 1620）15
歳　孤児で日本名は不明、日本人女性とポルトガ
ル人の間に生まれた、イエズス会の祭司に育てら
れました。セミナリオの学生、印刷技術習得のた
めに随員に加えられ又旅行中の記録係として詳細
な記録を残しました。徳川時代のキリスト教禁止
令で原マルチノと共マカオに逃れました、その時
ポルトガルから持ち帰ったグーテンベルグ印刷機
をマカオに持って行き印刷の仕事をして 10 冊の
書籍を出版しました、後に司祭に叙されセミナリ
オの院長を務めました。マカオにて死去、病名は
活字鋳造の際に発生する蒸気による鉛中毒でし
た。

随員：アゴスティニョ　印刷技術習得　本名は不明　有
馬（長崎県島原）の出身、ドラードと共にイエズ
ス会の出版活動に従事した日本人ですが詳しいこ
とは不明です、

引率者：アレッサンドロ・ヴァリニャーノ（1539 － 1606）
イエズス会司祭、東インド巡察師　イタリア人、
1606 年マカオで死去

引率者：メスキータ　イエズス会司祭。ポルトガル人
ヴァリニャーノがゴアに残ったあとの引率者
1614 年　長崎の浜で死去しました。

1582 年（天正十年一月）に当時まだ開発途上の長崎港
を出港してローマのヴァチカンで教皇グレゴリオ十三世
に拝謁し大友宗麟、大村純忠、有馬晴信の信書を渡し、
その大任を果たしました、少年達は教皇が急逝した為に
行われた次の教皇を選出するコンクラーベを目の当たり
に見、その他行く先々で大歓迎をうけました。さらに活
版印刷の技術を会得する為に何ヶ月も印刷所に通ってそ
の技術を獲得して長崎へ戻って来ました。
21世紀の今では成田を午前中に離陸すれば乗り継いで
もその日のうちにヨーロッパに着き、ゆったりとディナ
ーをとった後、ベッドで眠ることが出来ますが、当時は
往きに２年 6ヶ月もかかりました。少年達は８年 6ヶ月
も日本を留守にしていました、この八年の年月は少年た
ちを大きく育て、英知溢れたくましい青年に育っていま

天正遣欧使節の出発天正遣欧使節の出発天正遣欧使節の出発天正遣欧使節の出発天正遣欧使節の出発天正遣欧使節の出発天正遣欧使節の出発天正遣欧使節の出発天正遣欧使節の出発天正遣欧使節の出発天正遣欧使節の出発天正遣欧使節の出発天正遣欧使節の出発天正遣欧使節の出発天正遣欧使節の出発天正遣欧使節の出発天正遣欧使節の出発

楽 譜 の オ ハ ナ シ ④

アカデミア・ミュージック㈱ 平岩　寧
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した。おそらく家族や友人達は少年たちの成長振りに驚
き見間違えたことでしょう。
しかし、1590 年（天正十八年六月）、ヨーロッパから

帰ってきた少年達を待っていたのは大変な現実でした、
彼らを送り出した大友宗麟、大村純忠は 1587 年に他界し
ていました。キリスト教に寛容であった織田信長は使節
が出港して半年も経たない六月に明智光秀の反乱により
京都の本能寺で自刃し、その跡を羽柴秀吉が継ぎ、1587
年には九州も平定し全国統一の実権を握りました。九州
から引揚げるときにポルトガルとスペインのキリスト教
の教会のいざこざをいいことに、「伴天連追放令」（1587
年）を発布しました、20日以内に宣教師は国外に退去せ
よ、神社仏閣は破壊するな、云々と言う内容です。1588
年には長崎を秀吉直轄の領地にしてしまいました、それ
まで長崎は 1580 年にイエズス会が大村純忠から寄進を受
けたイエズス会の領地で裁判権も行政権もイエズス会が
持っていました。
このような状況の九州長崎に帰国したのですから惨め
なもので、普通なら凱旋将軍並みの大歓迎で出迎えられ
るはずだったのが、コソコソと言う状況ではなかったか
と思います、使節一行は長崎に着いた後 2週間も経たな
いうちに有馬に移動移しています。

日本人とグーテンベルグ活版印刷機
日本人にヨーロッパの人々と文化にじかに触れてもら
い、キリスト教の布教に役立てようとしたザビエルは自
分が日本を離れる際に日本人青年マテオとベルナルドの
二人を同伴しましたが、マテオは途中のゴアで亡くなり、
ベルナルドはポルトガルに入ってコインブラ大学で勉学
中に亡くなりザビエル自身も中国で亡くなってしまい思
いは達成されませんでした。
ヴァリニャーノはこのことを知っていたので、思い切
って若い正使、副使、随員と言う組み立てにし万が一に
備えたと思います。正使と副使の年齢は 12 歳から 15 歳
で、随員は年齢が高くそれでも二十歳前です、随員の任
務は正副使節の教育担当（日本語、ラテン語他）と印刷
技術の習得を目的としていました。この年齢の頃は身体
の発達、知識の吸収が旺盛な時期に当たります、そこで
ヴァリニヤーノは航海の船の中でも、寄港地で風向き待
ちの間でも、セミナリオのように教科を組んで国語、外
国語（ラテン語）、音楽（楽器演奏も含め）等ガッチリ
勉強させました。この努力の成果として使節の態度、演
奏、スピーチなどは大きな喝采を受け、行く先々で盛大
な歓迎を受けました。彼らの評判はヨーロッパ中の話題
となり、絵画、出版物等に記録されましたが、残念こと
にこれらの記録文書、絵画のほとんどは日本には存在し

ません、その多くはイエズス会、ヴァチカン、王侯貴族
関係のところにあるだけと言っても良いかと思います。
少年たちのヨーロッパでの行動は文化面だけではな

く、信長からの贈物を献上したほか、大友、大村、有馬
各領主からの信書をローマ皇教に提出しその返書を受け
取ったことで外交的な役割も果たしたと思います。その
他重要なことを彼らは成し遂げてきました、金属活字に
よる出版技術の習得です、帰国の途中でインドのゴアで
日本人として始めての金属活字の活版印刷によって一冊
の書籍を出版しました。
タイトルは『ヴァリニャーノ司祭にささげる感謝の演
説』でゴアの聖パウロ学院で開かれた盛大な使節歓迎会
で原マルチノ自身がラテン語で書いた謝辞を学院の聖職
者、学生の前でラテン語により演説をして大喝采を受け
ました、この演説をドラードが中心となり自分たちの手
で活字を組み上げ、印刷し、製本をしました。これが日
本人の手で作られた最初の活版印刷による書籍です。
その後マカオ滞在中に『キリスト教弟子の教育』1588
年と『遣欧使節対話録』1590 年の 2冊を出版しました。マ
カオ滞在中に一行のロヨラは結核の為に亡くなりまし
た。

出版者の許可を得て転載
青山敦夫著
『もう一人の少年使節ドラード』
㈱昭和堂出版事業部発行　長崎県諫早市　2004 年

「ヴァリニャーノ司祭にささげる感謝の演説」
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サマーパーティー2010
翌日が梅雨明けとなった７月 16 日(金)に、協会恒

例のサマーパーティーが 42 社、163 名の参加を得て
国際文化会館で盛大に行われました。事前の「時節柄
ノーネクタイで」との呼びかけもあってかラフな姿の
参加者が多く、特に女性参加者の夏らしいカラフルな
装いが開始前の場内の雰囲気を一層華やいだものにし
てくれました。
会はレクリエーション委員の鶴（竜次）さん（東亜
ブック）の司会で始まり、まずアロハシャツ姿でマイ
クを握った山川理事長（ユサコ）から、お集まりをい
ただいた皆様への感謝と理事会は今後とも協会内の
様々な業態の会社間のスパイス的役割を果たして行き
たいとの趣旨のご挨拶があり、合わせて協会創立 70
周年を記念して作られたＴシャツが披露されました。
そしてこちらもアロハ姿のグレシャム前理事長（UPS）
の乾杯のご発声でいよいよ開宴となりました。
国際文化会館でのサマーパーティーの開催は今回が
初めてで、アクセスに苦労をされた方もいらっしゃっ
たようでしたが、会場は素晴らしい日本庭園を望む落

ち着いた部屋で、前回までの高層ビルとはまた違った
味があったのではないでしょうか。生ピアノが奏でら
れ、料理、飲み物とも豊富に用意されており、ご参加
の皆様には十分ご満足いただけたのではないかと思い
ます。スピーチは一切はさまずゆっくりと飲みかつご
歓談いただくというスタイルが定着した中で、会場は
終始熱気に包まれ、終了時間ギリギリまで談笑の輪が
途切れることなく続きました。そして最後にOUPの
ライリー前社長の締めで盛り上がった会はお開きとな
りました。
各社とも厳しい状況の中での毎日で、どうしても内
へ内へと向かってしまいがちです。そうした中でこの
ように業界内の若い人たちからベテランまでが一堂に
会して歓談し合う場は貴重だと思います。会場内で
「来年は是非浴衣で」などという声も上がっていまし
たが、浴衣でなくても結構ですので来年も多くの方々
のご参加をよろしくお願いいたします。

（友隣社　田中記）
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